
心不全と
上手に付き合うには
～心不全自己管理のすすめ～

心不全と上手に付き合うコツ

介護サービス利用のススメ
第5話



心 守さんが

学んでから、

「心不全の自己管理のコツ」を

10年の月日が経ちました。

心 守さんは、現在78歳。

こころ まもる



心 守さんの近況は…

息子夫婦から同居を誘われましたが

住み慣れた家、地域で住みたいと希望し

一人で生活することを選びました

長年連れ添った

愛する奥さんと死別



年をとるにつれて、物忘れが増え、体力も低下。

日常生活も負担に感じています。

掃除、洗濯、食事の用意など

家事がつらい

食事はコンビニ弁当などで塩分過多

筋力の低下で転びやすくなった



心不全の自己管理も難しくなっています。

薬の飲み忘れ

体調チェックも忘れがち



そんなある日の、夜中



入院となりました…

救急車で病院に運ばれ



入院中に主治医から介護サービスの利用を

すすめられ、

心 守さんは医療ソーシャルワーカーの

望 香奈枝さんに相談しました
のぞみ か な え



具体的な解決策を
考えていきます！

患者さんの悩みの
相談にのります！

医療ソーシャルワーカーとは…



心不全と上手に付き合うコツ

介護サービスを使いその1
お薬の管理を支援

物忘れなどにより、お薬を飲み忘れると心不全が悪くなります

看護師が自宅に訪問

薬の確認や、服薬の調節を

薬剤師が自宅に訪問

薬の管理・相談や副作用をチェック

お薬カレンダーにお薬をセットしたり、

訪問看護

訪問薬剤
管理指導

かかりつけ医に提案

飲み忘れがないか、お薬の管理をサポート



介護サービスを使いその2
バランスの良い食事を支援

心不全と上手に付き合うコツ

訪問介護

配食サービス
（介護保険外）

治療食を自宅に配達

ホームヘルパーが自宅を訪問
調理、食材の買い物を支援

栄養のバランスが悪いと塩分の過剰摂取による心不全増悪や
栄養不足から体力が低下し介護が必要な状態になることが
あります



介護サービスを使いその3
心臓にかかる負担を軽くする

心不全と上手に付き合うコツ

体力が落ちた状態で、無理をすると心臓に負担がかかり
心不全が悪化します

筋力・体力が落ちないよう

訪問介護

転倒によるけがの予防

デイケア
（通所リハ）

訪問リハ

リハビリテーションの実施

体に負担が大きい家事の支援

心臓への負担を減らせる可能性



介護サービスを使いその4
心不全悪化の症状を見逃さない

心不全と上手に付き合うコツ

日帰りで利用できる介護サービス

食事・入浴の支援、体調をチェック

訪問看護
看護師が自宅に訪問

体調をチェック

心不全悪化の症状がみられた場合、すぐに相談・治療をうければ
心不全増悪による入院を防げる可能性があります

デイサービス
（通所介護）



心不全患者さんが
介護サービスを利用するメリット

心不全管理を支援することで

体調をみてもらえるので

日常生活が楽になり、余裕ができる

住み慣れた家で

心不全の悪化による入院が減る

いざというとき安心

自立して暮らすことができる



介護保険を申請し、
ケアマネジャーとケアプランをたてましょう

薬の管理や体調を
みてもらえると

安心

家事を手伝って
もらえると
助かる



訪問看護
内服 体調のチェック

訪問介護
家事サポート

配食サービスの
利用

心 守さんのケアプラン

趣味などを楽しみながら幸せに暮らしています。

その後、心 守さんは心不全悪化で入退院を繰り返すことはなく、

病院担当のスタッフは、地域の医療・介護スタッフに

申し送り、心さんは介護サービスの利用を開始しました。

退院前カンファレンス



地域の医療・介護スタッフがあなたを支えてくれます

さあ、介護サービスを上手に使いましょう

かかりつけ医

介護スタッフ

薬剤師

訪問看護

病 院

通院・通所/
訪問リハ

ケアマネジャー

医療ソーシャルワーカー

患者・家族
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